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１．概要（Summary） 

プラズモニック結晶のバンドギャップの利用は平

面型デバイスにおける表面プラズモンポラリトン

(SPP)の発光・伝播・閉じ込めの制御を可能にする。

既にキャビティ構造による光学特性の制御について

は報告されているが[1]、2種類の円柱直径を用いたヘ

テロ構造はより高い自由度のデバイス設計を可能に

する。そこで、東京工業大学の電子ビーム露光装置を

利用し、上記ヘテロ構造を作製し、カソードルミネッ

センス装置による局所励起発光検出で SPP 状態を分

析した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置、走査型電子顕微鏡、電子ビーム露

光データ加工ソフトウェア 

【実験方法】 

電子ビーム露光装置で InP 基板上に表面構造のパター

ンを作製した。そのパターン上に Ag を蒸着したものを試

料とした。SPP の局所励起及び発光の分光測定はカソー

ドルミネッセンスを搭載した走査型透過電子顕微鏡

(CL-STEM)を用いて行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

周期 600 nm、円柱直径 250 nmのマトリックスの

中に、直径 500 nmの円柱を 3行 3列で配列したヘテ

ロ構造から CLマップ(Fig. 1a-1e)を取得した。Fig. 1b

及び Fig. 1eでは強度がマトリックスにも広がってい

るが、これらはマトリックスのバンド端モードである。

マトリックスのバンドギャップである 1.72-1.99 eV

の中にヘテロ構造に局在化した2つのモードが観察さ

れた(Fig. 1c, 1d)。ヘテロ構造の導入は、近傍のバン

ドギャップを狭めたと考えられ、その結果、マトリッ

クスのバンドギャップ内に局在モードが形成された

と解釈できる。 
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Figure 1 (a)Panchromatic photon map. (b, c, d 

and e)Monochromatic photon maps at different 

energies. 


